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日本におけるATMの技術開発と企業組織


































































４）2006 年現在の世界の ATM＋ CD の設置台数は約 150 万台（CD が 90％），日本の設置台数は 18 万台
（99％はATM）と言われている．日立オムロン社提供（2007 年５月）
５）2006 年度のATM出荷台数約２万５千台，約 840 億円，とある．電子情報技術産業協会（2007）

























































年代 銀行オンライン 銀行の業務 ATM環境変化 H社ATM開発


















































































































































銀行が要求する機能は満足したものの，低品質であった．この様子は図 1-1 に示した H社の
ATMの稼働状況に良く現れている．H社のATMは 1979 年末から出荷されたが，翌年の障
害率は非常に高く，0.42件 /月・台であった．しかし，1983年には 0.14 と大幅に改善されて





















































































































































開発の生産性を比較する．表 1-2 から部品点数ではATMは自動車（小型車）の約 1/3，開
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表1-2 ATMと自動車の比較
NO. 項目 ATM 自動車
１ 産業分類 情報通信機器 輸送機器




４ 国内販売台数（06年） 約２万５千台 約650万台












































































































































































































1970 年後半，それまでの検査部門に権限を集中させた QC（quality control の略）活動を改めて













































































































































は 5∼ 10 年とされ，ベテランになるためには最低でも 10 年以上の実績を積まねばならない．
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